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－主 な 記 事－

　象徴的な理想美を追求する『能』とユーモ

アを写実的に表現する『狂言』は、人間性の

本質を表現するにあたって、相互に補完的な

役割を担って今日まで伝承されてきた。近年、

能楽は、舞台芸術として国内外で高い評価を

得ており、2001年にはユネスコの無形文化遺

産の一つに選ばれている。（独立行政法人日本
芸術文化振興会ＨＰより）

　国宝松本城に設けられる特設ステージにて、

能楽を堪能できる機会が今年も８月に迫って

いる。（山口�孝編集委員）（８頁に関連記事）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　富坂　聰　氏（ジャーナリスト・拓殖大学研究所教授）
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　中国へのイメージの一つに“ニセモノ天国”という
ものがある。食品、スポーツブランド、ＰＣ、様々なコ
ピー商品が溢れている。国も３月15日を“消費者の日”
とし、取り締まりに力をいれているがその効果は出て
いない。だが、その状況に変化が見られ始めている。
　中国における大手ポータルサイト（インターネット
の入口となるサイト。日本では“Yahoo”などが有名）
「ソーフー」が、同業の「バイドゥ」に対して「違法
な映像を流すな。違法なダウンロードを放置するな」
と訴える事件があったのだ。最新のハリウッド映画や
日本のドラマなど多くの作品が違法ダウンロードし放
題の状態である中国のインターネット業界。「同じ穴
のムジナが何を？」と思われるが、理由は「ちゃんと
ロイヤリティを支払え」というものであった。ソーフ
ーが映像制作会社に対して正式に契約を結び、ロイヤ
リティを支払いだしたのだ。こうした海賊版業界とい
うのは同じ様に儲けようとする輩が続出する。初めに
違法な手段で儲けた者が次に望むのは合法的に儲けよ
うとすること。だからロイヤリティを支払いだしたの
だ。この動きが主流となり、近いうちに中国から映像
作品に関しては違法なものが無くなるのではとまで言
われ始めた。この件は昨年末のことであり、たった一
年で状況が劇的に変化しようとしている。中国という
国の変化のスピードを表すエピソードだ。
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　中国を中心として国際社会が動くという時代が近づ
き、世界中が中国の指導者である習近平の頭の中を知
ろうとしている。習近平は元副総理だった父親を持ち、
「太子党」と呼ばれる二世政治家だと日本では考えら
れている。しかし彼は父親のおかげで良い思いをした
ことは無いとされている。習近平が子どもの頃、文化
大革命の前から父は失脚し、政治犯として捕らわれて
しまう。自らも少年思想犯として収容された。一度、
収容先から脱走し、実の母親の元へ逃げたのだが母親
により通報されてしまう。だがそれは仕方のないこと
で、母がそうしなければ弟妹達にも罪が及んでいた。

そのことを理解した彼は一晩中泣き、自ら収容先へ戻
っていった。その後、より厳しい環境へ送られ、皆が
やりたくない仕事を押しつけられた。だが、懸命に働
き、周囲の人々から推薦され共産党に入党し出世して
いった。このように彼は自ら道を切り開いた人物であ
り、「太子党」という言葉だけで片付けると言うわけに
はいかない実力を持った人物である。
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　習近平と同じく元副首相の父を持ち、中国共産党中
央政治局委員・重慶市党委員会書記を務め、絶大な権
力を握った人物が薄熙来である。彼には共産党に自身
の名を残すという野望があり、中国共産党最高指導
部入りを目指していたが、その願いは叶わず重慶に下
ったのだが、そこで政治家として人気を博した人物で
ある。
　彼が重慶で取り組んだ代表的な政策は二つ、「打黒」
（マフィア撲滅運動）と「唱紅運動」（革命ソングを歌
い古き良き共産党のアピール）であった。打黒は徹底
的に行った。同じような活動は全国各地で行われてい
たが、やりきればマフィアだけに留まらず、地元の有
力者に必ず行き着くことが分かっており、誰もやりき
ることができなかったが、彼はやりきった。実際に、
最終的には自分の部下である重慶市の実質的な公安ト
ップを捕まえることとなった。長年にわたり、地元の
黒社会と権力者が手を組むことで、どこにも逃げ場が
ないことに苦しんできた重慶の人々はもちろんそれ以
外の地域の人々からも薄熙来に拍手喝采。ネット上に
は「彼こそが未来の中国の首相であるべきだ」という
声が広がった。
　また、唱紅運動に対して、はじめは過去を知る年配
の人々に好評であったが、次第に現状に不満を持つ若
者達が反応した。昔は貧しかったがこんなに格差は無
かった。腐敗しきった官僚達もいない素晴らしい時代
だった。「もう一度文化大革命を」と言う声が広まって
いった。
　弱者を意識した政策により、大きな人気・実力を得
た薄熙来であったが、彼に中央指導部は危機感を覚え
た。現状否定であり、「再び文化大革命を興そうとし

　５月28日、通常総会に引き続き開催された記念講演会では、中国のインサイドレポートに定評のある
ジャーナリストで、現在は拓殖大学研究所教授を務める富坂聰氏を講師にお招きし、『日本人の知らない
中国の現実』というテーマでお話していただきました。講演内容の要旨を掲載します。
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ている者がいる」と大批判。ついに薄熙来は逮捕され、
裁判にかけられ無期懲役となった。
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　次に出てくるのが周永康という人物。薄熙来よりも
エリート。中国共産党政治局常務委員であり中国共産
党中央政法委員会書記（中国の警察、国家安全部、両
方のトップ）であり、中国におけるほぼ全ての情報が
彼の下に集まって来るという人物。習近平は薄熙来の
次にこの人物をターゲットとした。
　周永康は薄熙来の重慶と関わりの深い四川省に力を
持つとともに、世界最大級のエネルギー会社中国石油
天然ガス集団のトップも過去に務め影響力を持ち、莫
大な資産を蓄えていた。しかし、薄熙来が逮捕される

と状況が変わって
くる。周永康の親
族・部下・地元四
川省の有力者など
周辺関係者が数多
く逮捕され始めた。
習近平の本気度が
示された。
　だが周永康も黙
っていなかった。

習近平や温家宝前首相に対する国外不正蓄財疑惑を米
国のマスコミ（ニューヨークタイムズやブルームバー
グ）にリークするなど抵抗を試みたと考えられている。
習近平や李克強首相は在米親族を国内へ引き上げる事
態となった。情報戦である。こうした中、国内メディ
アにかつての共産党の英雄達の子息達が現れ、習近平
への賛辞を送る記事などが見られるようになった。執
行部も人民の支持を得るために必死なのである。それ
だけ戦っている敵が強大だということだ。
　このように、自分が傷を負ってでも正義を貫き、国
民の支持を得なければ自分たちが生き残れないことを
執行部は理解しているのだ。中国の国民達が共産党を
突き上げる。薄熙来の唱紅運動により焚きつけられた
人々は薄熙来が居なくなっても大勢存在している。彼
らは“首のない巨人”であり、新しい頭さえ付けば大
暴れする準備はできている。
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　度重なる官僚達の汚職、広がる格差など中国国民の
不満が増幅している。中でもネット上にはそうした不
満が渦巻き、その力が社会を動かすこともある。例を
挙げると、ある地方公務員の映像が流れた際、彼の腕
に超高級腕時計がされていた。その情報は瞬く間にネ
ット上に拡散し、追求され彼は処分された。その時か
ら、中国の官僚たちは人前で時計はしなくなった。

　また、環境問題に対しても怒りの矛先は向けられる。
ある地域の汚染された川で人命救助に当たった警官が
川の水を飲み重体になったことがニュースとなった。
すると、ネット上では川の汚染に対する責任を追及し、
地域の環境責任者をその川に投げ込めという声がひろ
がった。そしてこの声を受けて地元の環境保護局長た
ちが川で水泳するというパフォーマンスをせざるを得
なくなったのである。
　大きな怒りを持つ国民の中には、極めて厳しい就職
状況に苦しんでいる人々も多い。2013年、中国の大学
卒業生の内定率は30％であり、コネが無くてはまとも
に就職ができないと考えられている。何も持たない卒
業生は行き場を失う。実際に北京にある80平米のアパ
ートに、25人もの人々が暮らし、その多くが大学を卒
業したばかりの若者であったというニュース映像が流
れ社会に衝撃を与えた。
　こうした人々の怒りが爆発することも珍しくない。
ある人物は爆破予告を行い社会を混乱させた。捕まっ
た彼は「社会が憎かった。自分をこんなにも苦しめる
社会が憎い」という言葉を残した。自分の将来が想像
できない、そんな人間が最後にやけになって関係のな
い人を巻き添えにして犯罪を起こすという「報復社会」
現象が広がっている。こうした行動は、現在は底辺の
人達がやっていることだが、大きなエネルギーとなり、
いずれとんでもない事態に発展することが予想される。
そのことを政府は危惧し、政権運営に苦労している。
もし、世の中が変わり、共産党政権が倒れたなら、自
分たちも無事ではいられないことを知っているのだ。
　だからこそ、「中国共産党も実は民主化を望んでい
る」と考えることができる。実際に民意を受け少しず
つ変えようとしている部分も認められる。ある一面で
は相変わらず非常に厳しい態度で国民に臨むが、ある
一面では法律を飛び越えて、民意に迎合し法律をゆが
めることもある。それほど民意が強い時がある。それ
が中国のアンバランスさである。
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　習近平体制になり、中国は大きく強くなっている。
中国共産党は「国民のために」という姿勢を見せ続け
なければならない。ただ、悪人を捕まえることだけで
は国民は満足しない。お腹が一杯にならなければ、仕
事がなければ満足しないのである。格差・不正・環境
問題等、中国が抱える問題点に国民は昔から気付いて
いた。しかし、未だに問題は解決されていない。国民
は怒りを募らせ、政府も対応に苦慮し続けるだろう。
“苛立った中国”がしばらく続いていくのだろう。
　我々日本はそんな隣国と付き合っていかなければな
らない。中国で起こる問題に巻き込まれないよう、上
手い立ち位置を常に考えておかなければならない。

講師の富坂氏
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〔会社の税務 よろず相談室�〕

出向者に対する給与・退職金

�　出向者に対する給与及び退職金の取り扱いについて
教えてください。
�　「出向」とは、一の企業がその雇用する従業員（使
用人又は役員）を一定の身分関係を残したまま（具体
的には休職にし）、もっぱら人格の異なる他の企業の
ために労務に服させるもので、派遣、社外勤務、企業
間配転などの名称に拘わらず、このような内容のもの
はすべて「出向」に当たります。

【出向者に給与等を支給する場合】
　法人の使用人が他の法人へ出向した場合のその出向者
に対する給与は、出向元法人から支給される場合と、出
向先法人から支給される場合とがあります。
Ⅰ　出向先法人が支給する場合
　出向者は出向元法人の使用人ですが、出向先法人にと
っても自己の使用人ですから、給与の支給を要することと
なり、一般の例により、税法の適用を行うことになります。
　また、源泉徴収事務も以下のようになります。

Ⅱ　出向先法人が給与を支給し、出向元法人が較差補て
ん金を支出する場合

　出向元法人が出向先法人との給与条件の較差を補てん
するため、出向者に対して支給した給与は、出向元法人
の損金の額に算入されます。
　この場合の源泉徴収事務は、出向者に直接支給する場
合は、出向元法人は通常、月額表乙欄を適用して所得税
を源泉徴収し、出向先法人を通じて支給する場合には、
出向元法人では源泉徴収を要せず、出向先法人が給与を
支払う際に、併せて所得税を源泉徴収することとなります。
　また、較差補てん金は、給与として取り扱われますか
ら、消費税の課税仕入れには該当しません。

Ⅲ　出向元法人が給与を支給し、出向先法人が給与負担
金を支出する場合

　出向者に対して出向元法人が給与を支給し、出向先法
人は自己の負担すべき給与相当額を出向元法人へ支出し
た時は、当該給与の負担金の額は名目の如何に拘わらず、
出向先法人における当該出向者の給与として取り扱われ
ます。
　この場合、出向先法人ではその給与の負担金に対する
所得税の源泉徴収は要せず、出向元法人が給与を支払う
際に源泉徴収することになります。また、給与として取り

扱われますから、消費税の課税仕入れには該当しません。

　なお、給与負担金として支出した金額が、出向元法人
が出向者に支給する給与の額を超えている場合、その超
過額は出向先法人にとっては給与負担金としての性質は
なくなり、支払うことに相当の理由がない場合には、出
向元法人に対し寄付金を支出したものとして取り扱われ、
消費税の課税仕入れには該当しません。その超過額が、
例えば、経営指導料として支払われており、支払うこと
に相当の理由があり、適正な額の範囲内のものであれば
損金算入が認められ、その部分の消費税の取り扱いは、
出向元法人での課税売上げに、出向先法人での課税仕入
れに該当します。
　また、出向者が出向先の法人において役員である場合
で次のいずれにも該当するときは、法人税法第34条（役
員給与の損金不算入）の規定が適用されます。
　イ　その役員に係る給与負担金の額について、その役

員に対する給与として出向先法人の株主総会等の決
議がされていること。

　ロ　出向契約等において出向期間、給与負担金の額が
あらかじめ定められていること。

【出向者に退職給与を支給する場合】
　出向者が出向元法人に戻り、後日退職した場合に支給
する退職給与は、出向元法人において支給されますが、
そのうち出向中の期間に対応する金額は出向先法人にお
いて負担すべきものであり、通常、出向先法人から出向
元法人へ負担金が支出されます。
　この負担金の支出する時期として、
　①　出向先法人から出向元法人へ復帰した時
　②　出向元法人を退職した時
　③　出向期間中
があり、①、②の場合には、原則として出向先法人が支
出した事業年度の損金の額に算入されます。
　③の場合には、次の二つの要件のいずれにも該当する
ときは、出向先法人の支出した事業年度の損金の額に算
入されます。
　①　あらかじめ定めた負担区分に基づいて定期的に支

出していること。
　②　その支出する金額が、出向期間に対応する退職金

の負担額として合理的に計算された金額であること。

（税制委員会：二木正文、忠地祐一、川窪光弘グループ稿）
（監修：関東信越税理士会　松本支部）
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　百三十年の歴史を誇る
中信地域を代表する和菓

子･洋菓子の老舗開運堂。安曇野市にある“あづみ
の菓遊庭”洋菓子部で働く上條恭子さんは、今年
９年目となる中堅社員。製造、商品開発試作、材
料仕入れ、イベント、後輩育成など一人何役もこ
なすが、任されていることや仲間と協力しながら
チームで進めていることにやりがいを感じている。
　「丁寧に、清潔に、迅速に」がモットー。作り手
には大量であっても、お客様にとっては一つのケ
ーキ。だから、一つひとつを“丁寧に”つくる。同
時に、チームで仕事をしているので、仲間に協力
する余地を残すためにも“迅速に”の気持ちも忘
れない。
　誕生日ケーキのプレートに名入れする時、お祝
いされる人の喜ぶ顔を想像しながらするようだ。
その瞬間がワクワクして何とも楽しいとのこと。
お客様にも働く仲間にも、気持ちに寄り添うこと
ができるのが上條さんの人間的魅力と感じた。
　友人や知人から「美味しいね」って言われた時、
この仕事を頑張っていてよかった、もっと頑張ろ
うって思う。プライベートでは、今年４月に結婚
したばかりの新婚さんだ。おめでとう。

����������

�������
㈱開運堂　あづみの菓遊庭
　　安曇野市三郷温

　創業1950年、精肉小売、
卸を中心に食肉加工販
売もいたしております。
「日ごろ皆さんのお口

に入るものなので、より安心・安全な商品を安価
にご提供できるよう日々努力いたしております。
田中屋商店では、特に国産の馬刺しにこだわり、
本当のおいしさをご家庭等で味わっていただける
よう素材から加工まで吟味しながらより細かい作
業を続けております。最近は手作り天然味噌を使
用した信州産牛ホルモンのご注文が特に多く全国
に発送させていただいております。また昨今の健
康志向にかなうようによりヘルシーなお肉の食べ
方等の情報も逐次ご提供させていただいておりま
す。食のアドバイザーとしても皆さんの一助とな
るように情報発
信していきたい
です。」とのこと
でした。これか
らも皆さんによ
りおいしいもの
をより安全にご
提供できるよう
にと頑張ってい
らっしゃる田中
社長さんでした。
（沖健吏編集委

員）

�������

「食のアドバイザーとして」

　　㈲田中屋商店

　　　　　安曇野市穂高

 　　　　　　　代表取締役　�������
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　平成26年４月から「産前産後休業期間中の保険料
免除」がスタートいたしました。これは、平成26年
４月分以降の保険料を対象とします。労働基準法65
条１項・２項に定める産前６週間（多胎妊娠の場合14
週間）産後８週間の内、妊娠又は出産を理由として
労務に従事しなかった期間の保険料の免除ですの
で、事業主が「産前産後休業取得者申出書」を提出
する必要があります。引続き、育児休業を開始する
場合の、育児休業時における保険料免除は従来通り
です。
　日本の少子高齢化が叫ばれ、現実に人口減少、労
働人口減少、労働者の高齢化による、世代間の意思
疎通・コミュニケーション力の必要性等が身近に実
感されるようになりました。労働環境においても、
国の掲げるワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の
調和）や、ダイバーシティ（多様性）、女性登用、高
齢者就業等、求められる職種も変化し、人々の働き
方の変化も求めています。
　こうした流れに伴い、働く人の体力・気力も見据
えた労務管理が必要になってきています。現在の健
康長寿は、人類が長年求めてきた、医療をはじめ、
衣食住、労働環境等、様々な進歩の成果です。人口
減少の最も大きな要因として、出生率の低下があげ
られています。晩婚化、未婚化もありますが、結婚
されている女性が、子育てをしながら働ける環境づ
くり、社会の仕組みの整備も大切な施策であり、子
どもの保険料免除もその方策の一つと考えられます。
　日本の人口は、明治維新時約3000万人、終戦時約
7000万人であり、その後、現在の１億2500万人とな
りました。戦後60年で日本の人口が爆発的に増加し
たことが分かります。　
　そして現在、年間約25万人の人口減少社会が到来

しています。先進高度社会の歩む現象なのかもしれ
ません。この現実を受け止め私達全員が知恵を出し
合い、今の時代に即した生産性の向上につながる未
来への良き道を見つけ出すことを前向きに考えてい
く段階だと思います。

　さて、先日、ある企業様から、標準時間と労務管
理についての相談をいただきました。この標準時間
（ＳＴ：standard　time）の目的は、皆様すでにご承
知のように、生産計画における工数算出、負荷など
を考慮した生産規模の決定、原価把握と生産改善に
よる原価低減の測定、そして何よりも、社員の１日
の仕事量の決定にあります。
　しかし、現在では社員の個々人の“心の調整・睡
眠のマネジメント等”、一昔前までは、あまり考慮を
しなかった事を標準時間の算定に反映させています。
こうした動作分析（WF）などで改善してきた標準時
間が、生産性の向上に向けての大切なポイントの一
つとなるのではないでしょうか。
　睡眠不足（個人の「頭脳」の活動は、連続して覚
醒しているほど機能低下していくそうです）によっ
てもたらされる生産性低下（遅刻：早退：欠勤等）、
又は、出勤はしているが頭痛、風邪、花粉症等何ら
かの不調のせいで、体が動かず生産性が低下するプ
レゼンティーイズムによる損失は大きなものとなっ
ています。
　睡眠不足という問題に対しては「睡眠改善」が求
められますが、「早寝、早起き、朝ごはん、読書」
という言葉を思い出します。現代生活でこれを実践
できることがベストでしょうが、仕事をしている社
会人にはなかなか難しいかもしれません。そんな中
でも、昼休みに短時間目を閉じること、夕方に体を
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動かすことをお奨めいたします。私たちの全ての細
胞に存在するといわれる時計遺伝子によって作られ
ている生体リズムを最大限生かして、効率良く睡眠
の質を高め、保つことが仕事のパフォ－マンス向上
につながるのではないでしょうか。
快眠につながるコツとして
１・メラトニンリズム～脳の中にある眠りを促す物

質。明るくなると減り、暗くなると増える（朝
日を浴びる）

２・睡眠覚醒リズム、～目覚めている限り私たちの
脳に溜まっていく睡眠物資がつくっているリズ
ム（昼に目を閉じる）

３・深部体温リズム　～内臓の温度、温度が高くな
るのは起きて11時間後、最も低くなるのは起き

て22時間後（夕方の軽い体操）

の３つのリズムを自覚し、調整することが考えられ
ます。日常の簡単な習慣づけによって、身に付ける
ことが出来、仕事の効率も上がっていくのではない
でしょうか。
　いずれにしましても、皆様が、“心の調整”と“睡
眠マネジメント”をして、勤務時間中を自分の生体
リズムのベストタイムとして維持しながら、皆様の
ご活躍と良い成果を上げていただきたいと願ってい
ます。

高砂社会保険労務士事務所
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　八月の一夜、国宝松本城本丸庭園に特設される
能舞台が薪の炎に照らされる。そんな幻想的な舞
台で一流の能楽を楽しめる【国宝松本城薪能】が
今年33回目を迎える。
　スタートは昭和57年(1982年)。松本城の旧名称
「深志城」から現在の名称『松本城』に改称して
から昭和57年で松本城改称400年の節目を迎えた
記念事業として初演され、大好評であったため、
現在まで継続して開催されてきた。
　国宝松本城と雄大な北アルプスを背にした絶好
のロケーションで、一流の能楽師による舞台を無
料で鑑賞することが出来る。能は【宝生流】・【観
世流】二つの流派が毎年交代で演じる。今年は能
を【宝生流】（狂言は大蔵流）が担当し、人間国
宝 宝生和英（ほうしょうかずふさ）氏をはじめと
する皆さんによる公演が行われる。
　17：30の公演開始時、天気が良い日は北アルプ

№195 ����������	
��
��

スの山並みが夕日に染まり、公演が進むにつれて
空はあかね色に染まり、国宝松本城が浮かび出さ
れる頃、かがり火がともされる。その炎に照らし
出された野外舞台で、鼓や笛の音が響き、能楽師
の舞が始まり、見る者を幽玄の世界に誘う。　　
　　　　　　　　　　　　　（山口�孝編集委員）

平成26年度【国宝松本城薪能】概要

○日　　時　８月８日（金）※雨天中止
　　　　　　開会：17時(公演17時30分～20時)
○会　　場　松本城本丸庭園　特設舞台
○演　　目　①能「橋弁慶」②狂言「土筆（どひ

つ）」③能「殺生石」
○鑑賞料等　無料（本丸庭園のみ15時から入場無

料、天守に登られる方は有料)
○駐 車 場　松本城西側臨時駐車場（16時30分～

21時無料開放)
○主　　催：松本市・松本市教育委員会
○お問い合せ　松本城管理事務所(電話:32-2902)
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ウハウを学んでいただきます
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※各相談会は原則開催３日前までにお電話等でお申込み下さい。
※当日お電話によるご相談もお受付しております。
　＜相談専用ダイヤル：0263-32-5350＞

����������������　�����������������mail  soudan@po.mcci.or.jp
融資特別相談会、経営安定110番相談会は各支所でもお受付出来ます。
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―６月例会報告―
『話し方講座』

　６月17日に開催された女性部６月例会は、講師にキ
ャリア・コンサルタントの山田千津子さんをお招きし
『話し方講座』を開催いたしました。
　声のトーン、表情、相手を引き込むテクニック等、
分かりやすくお話しいただきました。何かと人前で話
す機会も多い
女性部の皆さ
ん、終始熱心
に講師のお話
に耳を傾けて
いました。

　６月21日（土）松本カントリークラブにおいて第13回会員親睦ゴルフ
大会を開催しました。今年は、28組108名が参加し、熱戦が繰り広げら
れました。心配されたお天気にも恵まれ、６月の気持ちの良い気候の下
プレイを楽しんでいただきました。
　大会では、団体戦と個人戦を行い、団体戦では、混成Ｂチーム(吉田詔
一氏・清澤淨氏・山口和彦氏・岡本耕司氏)が優勝しました。主な結果は
下記のとおりです。
　また、今回もチャリティー募金を行い、参加された皆様から59,000円
の篤志が集まりました。お預かりしました募金は本年度も「松本山雅フ
ットボールクラブ」へのパートナースポンサー支援という形で使わせて
いただきたいと考えております。

　【団体戦】　　　　　　　　　　　【個人戦】　　　　　　　　　　　　【レディス部門】
　　優　勝　混成Ｂ　　　　　　　　優　勝　清澤　　淨　　　　　　　優　勝　小寺　泰子
　　準優勝　ＳＢＩマネープラザ　　準優勝　伊藤　　修　　　　　　　準優勝　小川原泊巳
　　３　位　波田部会　　　　　　　３　位　荻原　　章　　　　　　　３　位　佐藤美枝子　　　（敬称略）
� �����������������������������������������������������������

�橋厚生委員長（写真左）より団体戦
優勝トロフィーを受け取る吉田詔一氏
（混成Ｂチーム）
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―６月例会報告―
『日本屈指のアウトドア大国長野県の可能性』
～アウトドアを活用した観光誘致プロジェクトの最前線～

　６月18日（水）、
本年度６月例会
として、『日本
屈指のアウトド
ア大国長野県の
可能性』～アウトドアを活用した観光誘致プロジェク
トの最前線～というテーマで研修会を開催いたしまし
た。（担当第一委員会：太田譲委員長）

　青年部では恒例のビールパーティを開催いたしま
す！事前チケット制となっていますので参加ご希望の
方は、青年部員または事務局までご連絡ください。大
勢の皆さんのご参加お待ちいたしております。
　日時　：７月23日（水）午後６時30分　開宴
　会場　：松本麦酒園（松本バスターミナルビル・アリ

オ松本屋上）
　会費　：3,000円（チケット制・飲み放題）
　　　　チケットは青年部員・事務局まで
　　　　事務局　℡（0263）35-8080

―青年部主催――青年部主催―　　　　　　　　　
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福利厚生のページ
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第89回　税制勉強会
���������

　89回目となる今回の税制勉強会では減価償却につい
て取り上げます。講師は松本税務署よりお招きします。
受講料は無料。是非ご参加下さい。

　日　時　８月４日(月)　14：00開始
　会　場　大同生命松本ビル１階第一会議室
　講　師　松本税務署 担当官
　お申込　松本法人会事務局まで　電話 35-8080

ご
利
用
く
だ
さ
い 
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
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ム
「
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ス
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　旧松本市内の会員企業で会費の口座振替をご利
用の皆様には、6月12日（木）にご指定の口座から
引落をさせていただきました。厚くお礼申しあげ
ますとともに、領収書が必要な場合は事務局(35-
8080)までご連絡いただきますようお願い申し上
げます。

決算説明会（法人税・消費税の説明会/６月決算法人対象）
７月29日�　午後２時より大同生命ビル１階　第一会議室

７月の予定
２日女性部幹事会　３日税制委グループ会議　６日役
員合同研修旅行（一泊二日）　11日正副会長会、役員会
16日組織委員会　17日研修委員会　23日青年部納涼
ビールパーティー　29日決算説明会　
（生活習慣病健診　7日～11日）

　税務署では高校生と中学生の皆さんから税について
の作文を募集しています。高校生の作文は、国税庁の
主催で行われ、中学生の作文は、全国納税貯蓄組合連
合会との共催で行われます。
　テーマは、身近な生活の中の税に関すること、税に
ついて学習したことに関する意見や感想など、税に関
することなら何でも結構です。応募は、１人１編とし
本人が創作したもので未発表のものに限ります。
　原稿用紙は、募集用資料（パンフレット）などとと
もに各学校にお配りしてあります。
　それぞれの締切り等は次のとおりです。
【税に関する高校生の作文】
　○締切り　平成26年９月５日（金）　
　○文字数　800字以上1200字以内
【中学生の税についての作文】
　○締切り　平成26年９月４日（木）　
　○文字数　原稿用紙（400字詰め）３枚以内

　作品は、各学校を通じて提出してください。
　なお、入選作品には賞状と記念品を贈呈します。
　高校生、中学生の皆さんからのたくさんのご応募を
お待ちしています。
【お問い合わせ先】
松本税務署　税務広報広聴官　電話0263-39-3272（直通）

「税の作文募集」
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　松本法人会では当会親睦事業(６月ゴルフ大会/
２月ボウリング大会)開催時に参加者の皆様から
お預かりした「チャリティー募金」を原資の一部
とし、松本山雅ＦＣへのサポート(パートナース
ポンサー：シルバーパートナー)を実施しておりま
す。
　その返礼としていただきました主催試合観戦チ
ケットをご希望される方に抽選でプレゼントいた
します。下記方法にてご応募いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。
　
【応募方法】
　①お名前　②企業名　③ご連絡先（住所・電話
番号）④希望枚数 ⑤本頁下段掲載【キーワード】を
ご記入いただき、ＦＡＸにて７月14日（月）までに
事務局へお申し込み下さい。（FAX0263-36-0839）
　ご応募いただいた方の中から抽選でチケットを
プレゼントいたします。（当選者の発表はチケッ
トの発送をもって代えさせていただきます）
　
【注意点】
　・チケットは14枚ございます
　・お一人様（一企業）２枚まで
　・アルウィンで開催されるホームゲームでご利

用いただけます（ホーム自由席）
（７月26日東京ヴェルディ戦～９月14日ファ
ジアーノ岡山戦まで）

【お問い合わせ】
　法人会事務局（電話：0263-35-8080）までお問
い合せください
　
【キーワード】　『目指せＪ１』
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（会場:アルウィン/ホーム自由席（会場:アルウィン/ホーム自由席））
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◯注 “まつもとほうじん”の誌
代は、会員については年会費
の中に含まれております。　
個人情報の取扱について
　当会は、会員企業に係る「個人情報」を研修
会・諸会議の開催通知、機関紙等の送付並びに福
利厚生制度のご案内など、本会の事業活動のため
に利用し、それ以外の目的で利用することは一切
ありません。
　また、お届けいただいた個人情報の開示、訂正
等のお問い合わせは下記窓口までお願いいたし
ます。

一般社団法人松本法人会　個人情報取扱係
　

発　行　所
一般社団法人 松本法人会

〒390‐0814
長野県松本市本庄1丁目3番10号

TEL（0263）35‐8080
FAX（0263）36‐0839
編集人　 塚 田 哲 夫
（毎月1回１日発行）
（定価 １部50円）

印刷所　信州印刷株式会社
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　ＪＲ大糸線穂
高駅のロータリ
ーの真中に長年
鎮座しているブ
ロンズ像です。
山岳都市に相応
しく、雄々しい
男性と未来を見

つめる少年を登山の姿でこの地の逞しさ・美しさを
表現しています。自然豊かなこの地の玄関を飾るに
ふさわしい見事な作品です。　　（沖健吏編集委員）

「登　頂」　　　
　　小川大系作


